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連合2019春季生活闘争・闘争開始宣言2.4中央総決起集会

　連合は2月4日、東京・よみうりホールで「2019春季生活闘
争・闘争開始宣言2.4中央総決起集会」を開催しました。
　「今こそブレイクスルー！すべての労働者の処遇改善と働き
方の見直し！」をスローガンに、1,000名を超える働く仲間が
結集し、生保労連からも33名が参加しました。
　冒頭、連合・神津会長は「2014年からつくり上げてきた『賃
上げの流れ』は社会の隅々まで届いているとは言えない。今こ
そ、賃上げに向けたすべての働く仲間の熱い思いを波及させ
ていかなければならない」と訴えました。また、「働き方改革関連法案」について触れ、
「法律の遵守は最低ラインであり、法を上回る労働条件の実現をめざした取組みを進

めよう」と呼びかけ、最後に「すべ
ての働く者が一致団結して、社会
的なうねりをつくり出していこ
う」と力強く訴えました。
　集会の最後には、「『経済の自律的成長』と『社会の持続性』の実現、そして『あらゆる
格差の是正』に向けては、一人ひとりの役割発揮が重視され、その役割に見合った処
遇が担保される社会を実現していかなければならない。すべての働く者・生活者の希
望と安心を取り戻し、『働くことを軸とする安心社会』を実現するため、働く者一人ひ
とりが手を取り合い、総がかりで行動していこう」との闘争開始宣言を採択し、最後
の最後まで粘り強く闘い抜くことを確認し合いました。

▲ 決意表明を行う神津会長

すべての労働者の処遇改善と
　　　　　 　　 働き方の見直しを実現しよう！  
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好調な企業部門と弱い家計部門
　現在の日本の景気情勢には、企業部門（輸出＋設備投資）が強
く、家計部門（消費＋住宅）が弱いという特徴があります。
　そのうち、個人消費はこのまま行くと、今後予定される消費税
率引上げや年金給付抑制、利子所得の低迷等によって伸び悩みが
続くおそれがあります。

消費の回復には「所得の増加」が不可欠
　消費低迷の主な要因は「節約志向や将
来不安で財布の紐が固いため」とよくい
われますが、家計貯蓄率は1970年代以
降低下し続けており、近年は0％に近い
水準で推移しています。これは、家計が
使えるお金すべてを使い切っている、場
合によっては所得以上にお金を使ってい
ることを示しています。

　つまり、消費低迷長期化の主な要因は、節約志向によるものではなく、賃金の伸び
悩み、年金給付抑制、物価上昇、社会保険料負担増などによって、可処分所得が伸び
なかったことが影響していると考えられるのです。
　可処分所得が増えなければ、個人消費の本格的な回復は期待できません。所得を増
やすためのルートは、賃金の増加、財産の所有・運用による所得の増加、所得税減税、
社会給付の増加、社会保険料の軽減などがありますが、実現可能性が高いのは賃金の
増加です。

今春闘は賃上げをめぐる環境が大きく改善
　今春闘をめぐる環境としては、失業率はバブル期並み、有効求人倍率はバブル期を
上回る水準にまで改善しています。企業業績は経常利益、売上高経常利益率ともに過
去最高水準となっています。消費者物価（生鮮食品を除く）は、プラス1％程度で推移
しています。これらを総合的に見ると、賃上げをめぐる環境は大きく改善しています。
　このように、日本経済はもはやデフレ状態から脱しているともいえる中で、労働組
合は可処分所得を増やすためにも、物価を上回るベースアップを獲得するのが望まし
いといえるでしょう。

　今春闘で「収入の向上」をめざす方針を掲げる中、生保労連は1月に開催した第52回中央委員会終了後に、ニッセイ基礎研究
所経済調査室長の斎藤太郎氏を講師に迎え、「2019春闘をめぐる情勢について」と題するセミナーを開催しました。
　本セミナーでは、今春闘で私たちが「収入の向上」に取り組む上で後押しとなるご提言をいただきました。

▲ 賃上げの重要性につ
いて提言する斎藤氏

《講演のポイント》

消費低迷の主因は節約志向ではない

　生保労連は、1月21日に開催した中央委員会で闘争体制を確立し、「総合生活改善闘争・春季方針」に基づき総力を挙げて取組みを
推進しています。
　1月31日には生保協会との労使協議会において、各組合の交渉を後押しするため、25万組合員を代表して大北委員長より協会長宛
てに申し入れを行いました。
　具体的には、「組合員の生活の安定・向上」に加え、「『人への投資』を通じたモチベーション・働きがいの向上」および「経済の好循
環実現」の観点から、「賃金改善」や「営業支援策の充実」をはじめとした各組合からの要求や協議の申し入れに対して、各経営が誠意
ある対応をはかるよう、協会長の特段の配慮を要請しました。
　生保労連は、組合員のみなさんの日々の頑張りと期待に応えるため、「働きがい・生きがい」を実感できる総合的な労働条件の改善・
向上に向けて、引き続き闘争を展開していきます。 ▲ 生保労連より各経営の真摯な対応を要請

（1月31日　労使協議会）

औ組Έ՝ 各組合の取組み状況（2月22日現在）

営業支援策の充実 5組合が回答を引き出し、2組合が大筋合意

賃金改善
月例給与 5組合が回答を引き出し、2組合が大筋合意

臨時給与 3組合が回答を引き出し、2組合が大筋合意

営業職員体制の発展・強化の取組み 4組合が回答を引き出し、2組合が大筋合意

औ組Έ՝ 各組合の取組み状況（2月22日現在）

賃金改善

月例給与 2組合が要求提出

臨時給与 5組合が要求提出

年収制 2組合が要求提出

パート・契約社員 2組合が要求提出

◆営業職員関係 ◆内勤職員関係

組合員のみなさんの期待に応えるため
春季における総合生活改善闘争（2019春闘の取組み）がスタート

「収入の向上」をめざして各組合が精力的な交渉を展開！




